
（様式２）

2020年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」

事業実施報告書

道府県・政令市名【 静岡県 】

学校名【 吉田町立吉田中央小学校 】

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）

２実施対象者

（学年･人数）
全校児童 約6２0人

（クラブ活動は４～６年生のクラブ希望者１８人）

３展開の形式 （１）学校における活動

① 教科名（ ）

② 行事名（ クラブ活動 ）

③ その他（ 学校図書館との連携 ）

（２）地域における活動

① イベント名（ ）

② その他 （ ）

４ 目 標

（ねらい）

クラブ活動や児童会活動等を活用した学校内でできる教育活

動を通して、「する・見る・支える・知る」の多様な視点からスポ

ーツを楽しみ、オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を

高めることができる。

５ 取組内容 ・オリンピック・パラリンピックコーナーの設置（学校図書館

との連携）

学校図書館と連携し、オリンピック・パラリンピックコーナー

の設置を行った。本事業で購入したオリンピック・パラリンピッ

クに関する本と校内にすでにある本を合わせて活用した。

図書委員が、コーナーを利用して「オリンピック・パラリンピ

ッククイズ」と称したクイズを、全校児童を対象に昼の放送で何

度か行った。

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成



・ボッチャクラブの創設（クラブ活動の活用）

クラブ活動を利用して「ボッチャクラブ」を創設し、活動を行

った。本事業で購入したボッチャセットを活用した。どの児童も

ボッチャの経験がなく、クラブの回数も限られていたため、通常

のルールよりも簡易的なものにした。

６ 主な成果 オリンピック・パラリンピックコーナーやボッチャクラブの活

用を通して、「する・見る・支える・知る」の多様な視点からス

ポーツを楽しみ、オリンピック・パラリンピックへの興味・関心

を高めることができた。

新型コロナウイルス感染症対応を視野に入れながら、校内でで

きる教育活動を行うことができた。

７実践において

工夫した点

（事業の特色）

本年度は、新型コロナウイルス感染症による感染症防止の観点

から、講師を学校に招いての講話や実技講座などの実施が難しい

と学校として判断した。そのため、小学校内で児童がオリンピッ

ク、パラリンピック教育の充実を図ることができるよう、学校図

書館との連携やクラブ活動を活用した計画・実施を行った。

８主な課題等 クラブ活動を活用してボッチャの実施は、クラブの実施回数が

少なく、１回の活動時間が短かった。また、ボッチャを経験でき

たのがクラブ参加者のみであった。今後は、児童会活動や体育授

業を活用し、年間を通して子供たちがボッチャに触れる機会をと

ることも考えられる。

９来年度以降の

実施予定

新型コロナウイルス感染症対応を第一とした、今後も継続可能

な実践をする予定（オリンピック・パラリンピックコーナーの設

置、ボッチャクラブの実施）。

ボッチャを楽しむ子供たち


